
え ひ め 消 防　　令和８年(2026年）１月25日 第 464 号⑴ （ 1 . 4 . 7 .10月の25日発行)

松山市築山町１番35号
　　 電話(921)8517番
会長　 大西　浩司

………………………………………

一部55円

発　行　人
公益財団法人 愛媛県消防協会

急
ぐ
日
も
　
足
止
め
火
を
止
め
　
準
備
よ
し

二
〇
二
五
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

こ
の
よ
う
な
、
大
規
模
な
林
野
火
災
で
各
機
関
が

連
携
し
対
応
で
き
た
の
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

と
、
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
消
防
団
広
域

連
携
強
化
訓
練
の
賜
物
で
す
。
昨
年
12
月
に
実
施
し

た
こ
の
訓
練
で
は
、
今
治
で
の
活
動
を
教
訓
に
、
応

援
隊
の
受
入
訓
練
、
後
方
支
援
と
し
て
松
山
市
・
東

温
市
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も

実
施
し
、
連
携
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
９
月
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

確
率
が
見
直
さ
れ
、
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
80
％
程
度
か
ら
、
60
％
～
90
％
程
度
以
上
と
な

り
ま
し
た
。
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
継
続
し
た
地
震
へ
の
備
え
も

不
可
欠
で
す
。

　

一
方
で
、
災
害
時
に
活
動
す
る
団
員
の
確
保
は
、

人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど
の
進
展
と
と
も
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
団
員
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
消
防
団
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、
活
動
す
る
団
員
の
や
り
が
い
を
高
め
、
多
く
の

県
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
、
団

員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
誇
り
を
持
っ
て
、
地
域
の
た

め
に
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
愛
媛
県
消
防
協

会
と
し
て
も
、
団
員
確
保
に
つ
な
が
る
取
組
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
防
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
愛
媛
消
防
の
更
な
る
強
化
の
た

め
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
り

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
県
内
の
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
年
末
特
別
警
戒
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
消
防
団
員
と
消
防
職
員
の
皆
様
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
令
和
７
年
１
月
か

ら
全
国
各
地
で
多
く
の
林
野
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
愛
媛
県
で
も
３
月
23
日
、
今
治
市
の
山
中
で
火

災
が
発
生
し
、
強
風
と
乾
燥
が
重
な
り
延
焼
し
、
平

成
以
降
で
は
最
大
の
林
野
火
災
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
で
は
、
県
内
の
常
備
消
防
に
よ
る
広
域

応
援
隊
や
緊
急
消
防
援
助
隊
、
愛
媛
県
や
自
衛
隊
な

ど
の
ヘ
リ
が
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
で
は
、
今
治
市
で
延
べ
１
，
７
６
７
人
、
西

条
市
で
９
８
７
人
が
出
動
し
、
令
和
２
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
愛
媛
県
消
防
団
広
域
相
互
応
援
協
定
に
基

づ
き
、
初
め
て
松
山
市
か
ら
も
出
動
し
、
２
日
間
で

延
べ
54
人
が
活
動
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
県
内
の
消
防
関
係
者
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
・

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全
国
的
に
林
野
火
災

が
多
発
し
、
３
月
に
発
生
し
た
今
治
市
の
林
野
火
災
は
、
平
成
以

降
で
愛
媛
県
内
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
火
災
で
は
、
県

内
消
防
本
部
を
は
じ
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
や
自
衛
隊
な
ど
関
係

機
関
の
ほ
か
、
県
内
で
初
め
て
愛
媛
県
消
防
団
広
域
相
互
応
援
協

定
に
基
づ
き
消
防
団
も
出
動
し
、
昼
夜
の
別
な
く
献
身
的
に
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
の
市
町
は
、
今
年
の
１
月
１
日
か
ら
、

林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
す
る
警
報
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
条
例
を
改
正
し
、
昨
年
５
月
に
県
が
創
設
し
た
「
愛
媛

県
林
野
火
災
ア
ラ
ー
ト
」
と
あ
わ
せ
て
、
効
果
的
な
運
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
、
平
時
の
防
火
啓
発
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な

ど
、
防
災
・
減
災
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
に
は
、
地
域
密
着

性
・
要
員
動
員
力
・
即
時
対
応
力
の
特
性
を
い
か
し
た
活
動
で
地

域
防
災
の
中
核
を
担
う
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
消
防
長
会
と
し
ま
し
て
も
、
大
規
模
な
林
野
火
災
や
地

震
を
想
定
し
災
害
対
応
力
を
高
め
る
た
め
、「
愛
媛
県
消
防
団
広

域
連
携
強
化
訓
練
」
な
ど
を
通
し
て
、
県
内
消
防
団
や
関
係
機
関

と
と
も
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
連
携
強
化
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
広
域
災
害
に
的
確
に
対
処
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
繋
げ
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
消
防
関
係
者
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
が
愛
媛
県
に

と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
、
県
内
各
地
が
無
事
平
穏
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
台
風
に
よ
る
風
水
害
や
豊
後
水
道
地
震

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
体
験
し
て
お
ら
れ
、
消
防
関

係
の
皆
様
は
、
県
民
の
皆
様
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
全

力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
は
、
消
防
を
と
り
ま
く
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。
気
象
状
況
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
災

害
の
様
相
が
変
化
し
、
大
規
模
な
被
害
を
伴
う
も
の
が
増

加
し
て
い
ま
す
し
、
人
口
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

弱
体
化
な
ど
社
会
経
済
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
消
防
の
皆
様
に
は
、
地

域
の
安
全
を
守
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　

気
象
災
害
に
関
連
す
る
い
ろ
い
ろ
な
災
害
、
被
害
に
つ

い
て
は
、
地
域
限
定
の
災
害
の
場
合
は
影
響
を
受
け
る
地

域
、
時
刻
な
ど
に
関
連
す
る
正
確
な
情
報
の
把
握
、
分

析
、
共
有
な
ど
が
必
要
で
す
し
、
そ
の
地
域
の
自
然
的
社

会
的
状
況
に
応
じ
た
的
確
な
対
応
が
、
益
々
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
気
象
状
況
の
変
化
の
も
と
、
世
界
各
地
で
大
規

模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
で
も
愛

媛
県
を
含
め
ま
し
て
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
本

年
７
月
、
新
し
い
日
本
消
防
会
館
に
お
い
て
「
山
火
事
な

ど
世
界
災
害
」
国
際
会
議
を
開
催
し
、
各
国
消
防
の
対
応

状
況
を
含
め
て
の
情
報
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の

対
応
を
検
討
す
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
も
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
と
存
じ
ま
す
。

　

対
応
体
制
の
確
保
の
面
で
は
、
消
防
団
員
や
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン
バ
ー
確
保
な
ど
地
域
防

災
体
制
の
充
実
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。
当
協
会
で
は

消
防
団
員
確
保
対
策
推
進
本
部
を
設
け
る
な
ど
し
て
消
防

団
の
重
要
性
、
団
員
活
動
の
や
り
甲
斐
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
関

係
方
面
に
お
願
い
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
な
か
で
も
皆
さ
ん
の
ご
関
心
対

象
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
巾
広
い
地
域
の
皆
様
の
ご
参

加
を
頂
い
て
地
域
の
総
合
防
災
力
の
強
化
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
存
じ
ま
す
。
新
し
い
日
本
消
防
会
館
は
こ
う

し
た
点
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
共
通
課
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
別
な
課
題
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
と
に
角
、
消
防
を
と
り
ま
く
環
境
に
大
き
な
変
化

が
あ
る
な
か
、
消
防
が
そ
の
使
命
達
成
に
力
を
尽
く
し
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
今
年
も
関
係
の
皆
様
と
と

も
に
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
下
の
無
事
平
穏
、
消
防
関
係
の
皆
様
の
お
元
気
な
ご

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

　
　
愛
媛
県
消
防
協
会

愛
媛
県
消
防
長
会

大お
お 

西に
し

　
浩こ

う 

司じ

西に
し 

岡お
か

　
克か

つ 

仁ひ
と

会
長

会
長

「
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
の
な
か
、
地
域
の
安
全
を
」

公
益
財
団
法
人
　
日
本
消
防
協
会

会
長

秋あ
き 

本も
と

　
敏と

し 

文ふ
み

― 

令
和
８
年
新
春
ご
あ
い
さ
つ 

―

年
頭
の
辞
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日
時
：
令
和
７
年
10
月
28
日
（
火
）
９
時
00
分
～
16
時
00
分

　
　
　

場
所
：
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

女
性
消
防
隊
の
消
防
技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て

地
域
に
お
け
る
消
防
活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

本
大
会
。
今
年
は
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
開
催

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
44
チ
ー
ム
が
集
結
し
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
は
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
を
使
用
し
、
５
人
編
成
で
、
３
本
の
二

重
巻
き
ホ
ー
ス
を
手
び
ろ
め
で
１
線
延
長
し
、
２
つ
の
標
的
へ
向
け

放
水
を
行
う
も
の
。
そ
の
間
の
士
気
や
規
律
、
敏
捷
性
、
確
実
性
、

器
具
整
備
取
扱
、
安
全
性
や
各
動
作
や
操
作
の
精
度
を
競
い
ま
す
。

　

優
勝
は
、
千
葉
県
柏
市
女
性
消
防
隊
（
タ
イ
ム
49
・
29
秒　

総
合

得
点
90
点
）、
３
度
目
の
出
場
で
悲
願
の
初
優
勝
！

　

準
優
勝
は
、
福
岡
県
筑
後
市
女
性
消
防
隊
（
タ
イ
ム
51
・
9
秒　

総
合
得
点
91
点
）、
東
京
都
八
王
子
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
（
タ
イ

ム
50
・
2
秒　

総
合
得
点
89
点
）。

　

愛
媛
県
か
ら
出
場
し
た
砥
部
町
女
性
消
防
隊
（
タ
イ
ム
51
・
97
秒

　

総
合
得
点
78
点
）
は
、
入
賞
こ
そ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
操
法
で
し
た
！

消
防
操
法
大
会
の
見
ど
こ
ろ
は

１　

ホ
ー
ス
延
長

　

ホ
ー
ス
（
１
本
：
長
さ
20
ｍ
・
重
さ
４
㎏
）
を
チ
ー

ム
で
協
力
し
な
が
ら
火
点
（
標
的
）
に
向
か
っ
て
３
本

延
長
し
放
水
し
ま
す
。
延
長
し
た
ホ
ー
ス
が
ね
じ
れ
て

い
た
り
す
る
と
水
が
出
づ
ら
く
な
る
た
め
、
十
分
な
消

火
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
迅
速
か
つ
正
確
な
ホ
ー
ス
延

長
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２　

放　

水

　

勢
い
よ
く
放
水
さ
れ
る
水
の
力
に
負
け
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
筒
先
を
持
ち
、
６
ｍ
先
の
火
点
（
標
的
）

を
正
確
に
捉
え
ま
す
。
い
か
に
早
く
火
点
（
標
的
）
を

倒
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

３　

徹
底
し
た
確
認
作
業

　

災
害
現
場
で
は
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
自
分
と
周
り
の
安
全
を
常
に
意
識
し
た
徹

底
し
た
確
認
作
業
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

順
位
は
つ
ぎ
の
３
つ
の
審
査
の
合
計
得
点
に
よ
り
決
ま

り
ま
す
。

総
合
審
査
（
チ
ー
ム
全
体
の
規
律
、
節
度
、
士
気
な
ど

の
項
目
を
総
合
的
に
審
査
し
ま
す
。）
25
点
満
点
※
評

価
方
式

行
動
審
査
（
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
正
確
さ
を
個
別
に

審
査
し
ま
す
。）
50
点
満
点
※
減
点
方
式

時
計
審
査
（
指
揮
者
の
「
操
作
は
じ
め
」
の
号
令
に
よ

り
行
動
を
開
始
し
た
時
点
か
ら
火
点
（
標
的
）
が
倒
れ

る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
計
測
し
ま
す
。）
25
点
満
点
※
タ

イ
ム
に
よ
る
得
点
換
算

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
と
は

　

地
域
防
災
力
の
要
と
し
て
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
各
都
道
府
県
の
女
性
消
防
隊
（
女
性
消
防
団
員
を

含
む
）
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
消
防
の
基
本
と
な
る
「
消
防
操
法
」
の
技
術
を
競
う
べ
く
２
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。

第
26
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

　
　
　

実
施
日
時
：
令
和
７
年
12
月
６
日
（
土
）
9
時
00
分
～
12
時
00
分

　
　
　

実
施
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
小
野
演
習
場
、
東
温
市
総
合
公
園
、
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
重
信

１　

目
的

　

愛
媛
県
消
防
団
広
域
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
東
予
・

中
予
・
南
予
の
各
地
域
を
超
え
た
県
下
全
域
で
の
広
域
連

携
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
数
の
動
員
を
必
要

と
す
る
大
規
模
な
地
震
災
害
や
広
域
の
林
野
火
災
等
に
対

す
る
応
急
活
動
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な

防
災
機
関
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

２　

経
緯

　

愛
媛
県
で
は
、
大
規
模
災
害
時
等
に
お
け
る
広
域
応
援

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
令
和
２
年
３
月
に
応
援
体
制
の

在
り
方
や
具
体
的
な
応
援
・
受
援
手
続
等
を
規
定
し
た
「
愛

媛
県
消
防
団
広
域
相
互
応
援
協
定
」
を
県
・
市
町
・
消
防

事
務
組
合
間
で
締
結
し
、
隣
接
市
町
間
や
近
隣
市
町
で
構

成
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
内
な
ど
、
様
々
な
枠
組
み
で
訓
練
を
実

施
し
連
携
強
化
に
努
め
て
き
た
。
昨
年
度
、
初
め
て
県
下

全
域
の
消
防
団
を
対
象
と
し
た
広
域
連
携
強
化
訓
練
を
実

施
し
、
今
回
で
２
回
目
と
な
る
も
の
。

３　

訓
練
参
加
機
関

○　

消
防
団
（
19
市
町
）

松
山
市
消
防
団
、
伊
予
市
消
防
団
、
松
前
町
消
防
団
、

砥
部
町
消
防
団
、
東
温
市
消
防
団
、
久
万
高
原
町
消
防
団
、

四
国
中
央
市
消
防
団
、新
居
浜
市
消
防
団
、西
条
市
消
防
団
、

今
治
市
消
防
団
、
上
島
町
消
防
団
、
大
洲
市
消
防
団
、

内
子
町
消
防
団
、
八
幡
浜
市
消
防
団
、
伊
方
町
消
防
団
、

宇
和
島
市
消
防
団
、
松
野
町
消
防
団
、
鬼
北
町
消
防
団
、

愛
南
町
消
防
団

○　

自
衛
隊

陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大
隊

○　

消
防
本
部

松
山
市
消
防
局
、
東
温
市
消
防
本
部
、
八
幡
浜
地
区
施
設

事
務
組
合
消
防
本
部

○　

松
山
圏
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

○　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ

松
山
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
東
温
市
女
性
防
火
ク

ラ
ブ

○　

災
害
救
助
犬

Shikoku 

Ｋ-

９

○　

そ
の
他

愛
媛
県
警
察
本
部
、
愛
媛
県
、
愛
媛
県
消
防
協
会

４　

訓
練
想
定

　

石
鎚
山
脈
北
縁
西
部

－

伊
予
灘
の
断
層
帯
で
ず
れ
が
起

き
、
松
山
市
で
は
活
断
層
近
傍
に
お
い
て
最
大
震
度
６
強

を
観
測
し
、
市
内
の
複
数
個
所
で
火
災
や
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
。

　

松
山
市
で
は
、
県
に
対
し
て
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
要
請
・

愛
媛
県
消
防
団
広
域
応
援
協
定
等
に
基
づ
く
消
防
団
等
の

応
援
を
要
請
し
た
。

５　

訓
練
項
目

　

⑴　

林
野
火
災
対
応
訓
練

　

山
間
部
に
お
い
て
林
野
火
災
が
発
生
し
、
松
山
消

防
・
団
と
東
温
消
防
・
団
が
出
動
。
折
か
ら
の
強
風

に
よ
り
飛
び
火
に
よ
る
急
激
な
延
焼
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
県
下
の
消
防
団
が
応
援
出
動
し
、
遠
距

離
送
水
に
よ
る
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

　

⑵　

土
砂
災
害
対
応
訓
練

　

地
震
に
よ
り
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と

の
通
報
に
よ
り
松
山
消
防
・
団
が
出
動
し
救
出
活
動

を
実
施
す
る
が
、
松
山
市
内
で
は
、
広
範
囲
で
災
害

が
多
発
し
て
お
り
、
消
防
力
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

か
ら
自
衛
隊
、
愛
媛
県
警
察
、
県
下
消
防
団
等
が
応

援
出
動
し
、
救
助
活
動
を
実
施
す
る
。

　

⑶　

炊
出
し
訓
練

　

大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
被
災
地
で
活
動
す
る

部
隊
へ
の
支
援
策
と
し
て
実
践
的
な
炊
出
し
訓
練
を

行
い
、
活
動
隊
へ
の
支
援
の
在
り
方
を
検
証
す
る
。

６　

訓
練
参
加
総
数　

　

30
機
関
、車
両
39
台
、重
機
２
台
、赤
バ
イ
３
台
、ド
ロ
ー

ン
１
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
１
機
、
人
員
２
２
１
名

　

今
年
は
、
受
援
側
の
訓
練
と
し
て
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

の
皆
様
に
よ
る「
炊
出
し
訓
練
」を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

災
害
救
助
犬
「Shikoku 

Ｋ-

９
」
に
も
訓
練
に
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
訓

練
が
実
施
で
き
た
こ
と
を
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
訓
練
を
継
続
し
、
応
援
と
受
援
、

両
面
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
愛
媛
県
消
防
団
広
域
連
携
強
化
訓
練
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【
活
動
事
例
発
表
ま
と
め
】

　

私
た
ち
が
活
動
を
始
め
て
か
ら
10
年
と
言
う
節
目
に
何
か

記
録
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
活
動
事
例
発
表
に
応
募
し

ま
し
た
。
こ
の
内
容
が
全
国
の
仲
間
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は

今
後
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
は
こ
れ
ま
で
2
つ
の

転
機
と
な
る
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
『
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
で
の
活
動
』
で
す
。
当
初
は
模
索
し
な
が
ら
も
、
他
市

町
の
活
動
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
お
互
い

様
々
な
事
情
で
参
加
し
た
く
て
も
出
来
な
い
団
員
が
増
え
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
転
機
は
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
自
粛
期
間

中
に
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
！
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
で
き
る
の
か
？
と
い
う
焦
り
と
責
任
感
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
頃
、
愛
媛
県
消
防
協
会
主
催
の
研
修

会
で
、
西
日
本
豪
雨
災
害
を
経
験
し
た
他
市
の
団
員
か
ら
、

避
難
所
で
の
物
資
の
仕
分
け
作
業
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
伺
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
市
内
で
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
の
活
動
を
始
め
ら
れ
た
方
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
、
こ

の
仕
分
け
作
業
が
避
難
所
で
の
物
資
の
仕
分
け
訓
練
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
団
員
の
有
志
を
募
り
、
お
手
伝
い

に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で
は
、
手
際
の

良
さ
に
加
え
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
問
わ
れ
る
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
ま
た
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
市
民
に
寄
り

添
っ
た
素
晴
ら
し
い
共
助
を
学
び
つ
つ
、
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の

重
要
な
役
目
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
転
機
は
、『
子
ど
も
同
伴
で
の
活
動
』

で
す
。
一
昨
年
、
市
内
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く

れ
て
い
た
1
人
の
お
母
さ
ん
が
入
団
し
て
く
れ
ま
し
た
。
何

と
か
活
動
を
続
け
て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
子
ど
も
同
伴

で
の
活
動
を
団
長
に
申
し
出
て
み
る
と
快
く
承
認
を
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
積
極
的
に
協
力
し

て
く
れ
て
、
そ
の
効
果
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
届
き
、
救
命

講
習
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
開
催
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
、
学
校
で
描
い
た
火

災
予
防
の
ポ
ス
タ
ー
を
啓
発
活
動
に
使
用
す
る
な
ど
新
し
い

提
案
に
よ
り
、
団
員
の
活
発
な
発
言
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
更
に
2
年
前
の
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
石

川
大
会
に
参
加
し
た
団
員
か
ら
の
提
案
で
、
手
芸
名
人
の
団

員
を
中
心
に
火
災
予
防
の
意
識
づ
け
と
し
て
『
消
防
ホ
ー
ス

の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
』
に
も
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
今
で
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
役
目
を
終
え
た
消
防
ホ
ー
ス
の
新
た
な
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
同
伴
で
の
活
動
で
私
た
ち
の
活
動
の
幅
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
こ
の
子
た
ち
が
入

団
し
て
く
れ
た
ら
…
と
い
う
淡
い
願
い
も
込
め
て
活
動
を
共

に
し
て
い
ま
す
。『
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、
無
理
の

な
い
活
動
を
！
』
を
合
言
葉
に
こ
れ
か
ら
も
新
入
団
員
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
感
想
】

　

ど
こ
の
市
町
も
抱
え
て
い
る
女
性
な
ら
で
は
の
問
題
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
由
に
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
体
を
通
し
て
、
女
性
団
員
が
自
ら
横
の

繋
が
り
を
構
築
し
、
各
種
団
体
と
の
調
和
を
取
る
こ
と
の
で

き
る
団
員
に
な
り
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と
思
う
こ

と
。
ま
た
、
県
内
の
研
修
会
を
様
々
な
市
町
で
増
や
し
、
お

互
い
の
文
化
や
土
地
柄
の
理
解
を
深
め
た
上
で
、
県
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
こ
と
。
更

に
は
女
性
団
員
の
役
割
が
今
後
、
防
災
全
体
に
関
係
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
に
関
わ
る
勉
強
会
を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
、

退
団
し
た
後
も
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
知
識
を
身

に
付
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
男
女
に
関

わ
ら
ず
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
、
お
互

い
助
け
合
い
、
消
防
団
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
の
情
報
交
流
会
で
は
練
馬

消
防
団
第
四
分
団
所
属
の
横
山
さ
ん
が
「
伯
父
が
四
国
中
央

市
消
防
団
に
居
ま
す
！
」
と
言
っ
て
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な

が
ら
駆
け
寄
っ
て
来
て
く
れ
た
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
横
山
さ
ん
は
見
知
ら
ぬ
土
地
で
男
性
ば
か
り
の
分
団
に

飛
び
込
み
、
操
法
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
パ
ワ
フ
ル
ウ
ー

マ
ン
！
全
国
大
会
で
は
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
出
会
い
も
あ

り
、
仲
間
と
の
共
感
は
活
動
を
続
け
て
い
く
上
で
、
絶
対
に

必
要
な
ヤ
ル
気
の
源
で
す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
団
員

の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
体
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

http://www.ogawa-pump.co.jp
OGAWA仕様  消防ポンプ自動車(Made Ⅰn 愛媛)

豊富な収納力が1台2役分の活躍を。
多くの資機材を積み込みながらも、初期消火に力を発揮する水槽を搭載。
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